
 
 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューを行ったら母は、考えはじ

めました。やっぱり 12 年前のことなので

思い出しにくいんだなと思いました。母は、

かじょう書きにして書いてくれました。そ

の内容はすごい痛いのでしたが、ぼくが産

まれてきた時には喜びにかわり本当にうれ

しくて涙がでたそうです。そんなふうに思

われてうまれてきてぼくは、本当に幸せだ

なと思いました。そう思われてうまれてき

たぼくは、何事にもくじけずに心をつよく

して勉強をがんばってしゅうしょくし親に

恩がえししたいです。親をほこりに思い生

きていきたいです。     （1年男子）  

 

わたしが生まれたのは朝だったそうです。

病室から見た空が茜色になっていて、太陽

のようにあたたかい人になってもらいたい

と思って「あか音」という名前をつけてく

れたそうです。  

母は生まれてきてくれてありがとうととき

どき言ってくれるときがあります。わたし

も生まれてこれて良かったなとすごく思い

ます。一生懸命わたしを産んでくれたので、

これからもわたしは一生懸命生きていきた

いと思います。       （1年女子） 
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僕が生まれる前は、お母さんのおなかに

いるときはよくけってとても元気だったそ

うです。そして、産まれたときは、おじい

ちゃん、おばあちゃん、友達がよろこんで

くれたそうです。また、おなかの上で寝て

しまいその寝顔を見ているとお母さんはす

ごく幸せになったそうです。そして、僕が

生まれたおかげでお母さんは強くなれたそ

うです。僕は、みんなに幸せをはこんで来

てくれたそうです。  

僕はこの話を聞いて、すごくうれしかった

です。また、元気に生まれてみんなに幸せ

を送れたので生まれてきてよかったと思い

ます。           （1年男子）  

 

 

家族からのインタビュー②です。赤ちゃんが生まれたとき、家族は幸せの輪でつながります。

「輪の中心は、あなただったのよ！」そんなメッセージを子どもたちに届けたいですね。  

                                 所長 小沢 浩 

な ご み つ う し ん 

        

              



 
私のお母さんは、妊娠８カ月に入って切

迫早産で入院しました。退院するまで毎日

２４時間点滴をずっとしていました。１カ

月半の入院後、退院して自宅で安静生活を

していました。私のお母さんは、出産する

前に大変な思いをしてお腹の中の私を育て

てくれました。    

 生まれたときは、苦労したことも忘れる

ほどうれしかったと言ってくれました。五

体満足で生まれてくれて良かったと、お父

さんお母さん共によろこんだそうです。  

 私は、生まれる前にお母さんが大変な思

いをして生まれてきているのだと思いまし

た。入院中ずっと点滴をして、安静生活を

続けてくれてお腹の中の私は守ってくれて

いたと思うと、がんばらなくてはと思いま

した。私は夜泣きはしないし、よく寝てよ

く食べる子でお母さんは健康で良かったと

言っていました。でも、夕方になると毎日

泣いておばあちゃんが大変だったそうです。

こんなに苦労をかけて、育ててきてもらっ

ているので感謝の気持ちを持ってこれから

勉強などをがんばりたいです。  

（１年女子）  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼくが生まれたとき  

僕がお母さんのおなかから出てきた時、お

母さんは、泣いたらしい。  

僕は、こぶりだったらしい。  

僕は、午後 10時 8分に生まれたらしい。  

僕の大きさは、46センチだったらしい。  

僕の重さは、1770グラムだったらしい。 

僕のおでこには、しろうせいしっしんがあ

ったらしい。  

僕のおでこは、がさがさだったらしい。  

それは、お母さんの甘い物の食べ過ぎがげ

んいんらしい（チョコレート）。  

お母さんがいうには、やっと生まれた僕が

かわいかったらしく、いっぱい遊んであげ

るからなとか思ったらしい。  

僕が泣いた時、お母さんは、やっと生まれ

たんだなとか、くろうしたかいがあったな

などと思ったらしい。とにかくかわいかっ

たらしい。         （1年男子） 

 

 

 

 

（奇跡がくれた宝物 小沢浩著 

クリエイツかもがわ より） 

 

 

 


